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~~  A
水水辺辺・・流流域域再再生生にに関関わわるる国国際際フフォォーーララムム 
Assiiaann  RRiivveerr  RReessttoorraattiioonn  NNeettwwoorrkk設設立立式式典典  ~~  

開開催催ののごご案案内内  

ににああたたっってて  
、、世世界界的的にに自自然然再再生生にに関関すするる活活動動やや研研究究がが実実施施さされれてていいまますす。。今今後後、、よよりり効効率率的的かかつつ効効果果的的なな

をを実実施施すするるたためめににはは、、各各国国内内ににととどどままららずず、、国国内内外外ととのの情情報報のの交交換換でで知知識識のの共共有有をを図図るるここととがが

ああるるとと考考ええらられれまますす。。ここののよよううななネネッットトワワーーククのの必必要要性性はは 22000066 年年 33 月月にに開開催催さされれたた世世界界水水フフォォーー

おおいいててもも中中国国、、韓韓国国、、日日本本、、ママレレーーシシアア等等のの国国々々のの代代表表者者にによよりり議議論論がが展展開開さされれててききままししたた。。  

のの会会議議はは、、第第 44 回回世世界界水水フフォォーーララムム「「自自然然再再生生分分科科会会」」ででのの提提言言をを踏踏ままええてて、、中中国国、、韓韓国国、、日日本本

国国をを軸軸ににししたたアアジジアア河河川川・・流流域域再再生生情情報報ネネッットトワワーークク「「AAssiiaann  RRiivveerr  RReessttoorraattiioonn  NNeettwwoorrkk((AARRRRNN))」」

なな設設立立をを目目的的ととししてて開開催催すするるももののでですす。。フフォォーーララムムでではは、、AARRRRNN のの正正式式設設立立をを確確認認すするるととととももにに、、

義義、、有有用用性性、、活活動動内内容容等等、、組組織織概概要要ななどど、、広広くく AARRRRNN のの活活動動ににつついいててごご紹紹介介ししまますす。。  

国立劇場国立劇場

下鉄鉄半半蔵蔵門門線線｢｢半半蔵蔵門門駅駅｣｣11 番番出出口口よよりり徒徒歩歩約約 22 分分  

鉄有楽町線｢永田町駅｣2 番出口より徒歩約 9分 

ランンドドアアーークク半半蔵蔵門門  富富士士東東のの間間（（４４FF））ののごご案案内内

110022--00009922  東東京京都都千千代代田田区区隼隼町町 11 番番 11 号号  

TTEELL：：  0033--33228888--00111111（（代代表表））  

UURRLL：：  http://www.grandarc.com/index2.htmlhttp://www.grandarc.com/index2.html
日日 時時  平平成成１１８８年年１１１１月月９９日日（（木木））  1100::3300  ～～  1166::0000  

場場 所所  ググラランンドドアアーークク半半蔵蔵門門  富富士士東東のの間間（（４４FF））  

〒〒110022--00009922  東東京京都都千千代代田田区区隼隼町町 11 番番 11 号号  

TTEELL  0033--33228888--00111111（（代代表表））  

通通 訳訳  日日英英同同時時通通訳訳  

ププロロググララムム  裏裏面面参参照照  

参参 加加 費費  無無料料  

申申 込込 先先  ((財財))リリババーーフフロロンントト整整備備セセンンタターー  

申申込込締締切切  1111 月月 11 日日((水水))  （（定定員員ににななりり次次第第締締切切りりまますす。。））  

定定 員員  220000 名名  

主主 催催  AAssiiaann  RRiivveerr  RReessttoorraattiioonn  NNeettwwoorrkk  ((AARRRRNN))  

共共 催催  中中国国水水利利水水電電科科学学研研究究院院  （（IIWWHHRR））  

韓韓国国建建設設技技術術院院  （（KKIICCTT））  

（（財財））リリババーーフフロロンントト整整備備セセンンタターー  （（RRFFCC））  

後後 援援  国国土土交交通通省省（（MMLLIITT））、、  

日日本本水水フフォォーーララムム（（JJWWFF））、、  

アアジジアア河河川川流流域域機機関関ネネッットトワワーークク（（NNAARRBBOO））、、  

((社社))国国際際建建設設技技術術協協会会（（IIDDII））、、  

((社社))建建設設ココンンササルルタタンンツツ協協会会（（JJCCCCAA））、、  

応応用用生生態態工工学学会会（（EECCEESS））  
地地下

地下
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〒〒
 
地下鉄有楽町線｢永田町駅｣2 番出口より徒歩約 9分 

東東京京駅駅よよりりタタククシシーーににてて約約 1100 分分   

合せ先 
2-0082 東京都千代田区一番町 8 一番町 FS ビル 3F 

財団法人リバーフロント整備センター 技術普及部 伊藤(将)、土門 

E-mail:info@a-rr.net HP:http://www.a-rr.net/ Tel：03-3265-7121  Fax：03-3265-7456 

http://www.grandarc.com/index2.html


プ ロ グ ラ ム 

 

■開会 

10:30～10:40 主催者挨拶 竹村 公太郎 (財)リバーフロント整備センター理事長 

10:40～10:50 来賓挨拶 門松 武 国土交通省 河川局長 

 

■ARRN 設立式 

10:50～11:05 ARRN の趣旨概要と経緯説明 (財)リバーフロント整備センター 

11:05～11:15 登録署名式 

リャオ ウェンゲン 中国水利水電科学研究院（China River Restoration Network） 

ウー ヒョソップ 韓国建設技術院（Korea River Restoration Network） 

竹村 公太郎 (財)ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ（Japan River Restoration Network） 

11:15～12:00 水に関する国際ネットワーク紹介 

ヨーロッパの情報交換ネットワークの活用と河川政策の今 

ユッカ ヨーモラ フィンランド環境研究所 

International Network for Water and Ecosystem in Paddy Fields の活動概要 

鈴木 篤 農林水産省 農村振興局 

International Flood Network の概要 解良 一夫 (社)国際建設技術協会 

Network of Asian River Basin Organizations の活動概要 

進藤 裕之 (独)水資源機構 

Asia Pacific Water Forum の概要 横田 妙子 日本水フォーラム 

 

12:00～13:00 休憩 

 

■講演兼総合討論 

13:00～16:00 総合討論「アジア河川再生の今後の展開」 

座   長： 玉井信行 金沢大学教授 

パネリスト： 中国、韓国、日本、マレーシア、ヨーロッパ河川復元センター（ECRR） 

中国の河川再生について リャオ ウェンゲン 中国水利水電科学研究院 

韓国の河川再生について キム チャンワン 韓国建設技術院 

日本の河川再生について 原田 昌直 国土交通省 河川環境課 

マレーシアの河川再生について 

チョウ ウェンケオン マレーシア天然資源環境省灌漑排水局 
（各 30 分） 

16:00 閉会 

※ 講演内容は変更となる場合がございます。 
    

参加申し込み （下記に記入の上 FAX か、同等内容の E メールにて受け付けます） 

財団法人リバーフロント整備センター 技術普及部 水辺・流域再生に関わる国際フォーラム 宛 

（Fax03-3265-7456  E-mail:info@a-rr.net） 
申し込み方法： ①氏名、②勤務先（会社名）、③郵便番号、④住所、⑤電話番号、⑥FAX 番号、 

⑦E-mail アドレスをご記入の上、FAX もしくは E メールにて下記まで、お申し込み下さい。 

(ふりがな) 

氏   名 

（専門分野：                  ）

 

所   属  

連 絡 先 自宅  所属 （いずれかに○を付けてください。） 

〒      ― 

住所： 

TEL                 FAX 

E メール 

備   考  

＜個人情報の取り扱いに関して＞ 

参加申込書に記載いただいた情報については、今後、当センターが行う各種講演会、セミナー等の開催をお知ら

せする際に使用させて頂く場合がございます。 

当センターからの情報の提供を拒否される場合は、お手数ですがその旨を備考欄にご記入下さいますよう宜しく

お願い申し上げます。 


